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26年 11 月 5 日 (水） 自然観察会

たいへんいい天気に恵まれて 世界遺産に指定された比叡山延暦寺と比叡山山麓に鎮座している日吉大

社を訪れました。

コース

春日井ＩＣ＝＝＝多賀ＳＡ＝＝＝京都東ＩＣ＝＝＝坂本ＩＣ＝＝＝日吉大社ーーー

坂本里坊 (石積の里を散策）＝＝＝比叡山ドライブウェー＝＝夢実が丘（昼食）＝＝

延暦寺 (拝観・散策）＝＝＝横川ーーー横川中堂＝＝＝琵琶湖大橋＝＝＝彦根ＩＣ＝＝＝

春日井ＩＣ

日吉大社

変わった鳥居(山王鳥居） 神仏習合の独特の形

あちこちに紅葉した木々が見られる境内

檻にサルが飼われていました。

神猿（まさる）

日吉大神の使いは猿です。この猿を「まさる」といい、｢魔が去る」「何よりも勝る」と大切にされてき

ました。

神 猿 が 好 ん で 食 べ た と い う 柿 。 猿 柿 。

柿 の 原 種 と い わ れ る
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ミズタビラコ

境内の水路にたくさん生えていました。

タラヨウ （多羅葉）

立て看板には

「肉厚の葉の裏側に先端のとがったもので傷つけるとその部分が

黒く残り、文字が書けます。この葉に書くことからハガキとなった

そうです。」 と書いてありました。

境内にはタラヨウの木が数本見られました。

なぎ(雌） なぎ(雄）

熊野神社及び熊野三山系の神社では神木とされ、一般的には雄雌一対が参道に植えられている。また、

その名が凪に通じるとして特に船乗りに信仰されて葉を災難よけにお守り袋や鏡の裏などに入れる俗
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習がある。神社の中には代用木としてモチノキが植えている場合もある。(ネットから）

秀吉から奉納されたという三つの橋の一つ。

門前町坂本の参道周辺には あちこちに石垣見られ、穴太衆積みの石

垣といわれ、坂本地区が重要伝統的建造物郡地区に指定されている。

。

根本中堂を見学

歓談する会員たち

横川中堂

円仁が嘉祥元年(848 年)に観音堂として創建したのが「横

川中堂」と伝えられている

美しい紅葉を見ながらの いつもと違う観察会となりました。


